
9 月のストーリーテリング
2014年 9月10日 （

主催：高知県立図書館

場所：高知県立図書館 児童図書研究室

１．マーシャとくま
『マーシャとくま』（Ｅ・ラチョフ／え Ｍ・ブラトフ

【語り手から】

幼稚園児に届けたくて覚えたおはなしです

みなさんにいただいたアドバイスをもとに

２．あなのはなし
『おはなしのろうそく4』（東京子ども図書館

【語り手から】

緊張しましたが、情景を浮かべながら

３．ついでにペロリ
『おはなしのろうそく6』（東京子ども図書館

【語り手から】

初めてでとても緊張しました。もっと

4．アナンシと五
『子どもに聞かせる世界の民話』（矢崎源九郎

【語り手から】

迷っていたことがいろいろと語りに

ます。

５．長ぐつをはいたねこ
『おはなしのろうそく5』（東京子ども図書館

【語り手から】

昔話のようでありながらペローの創作

シャレやユーモラスあふれる話なので

いきつきませんでした。

6．三枚のお札
『おはなしのろうそく5』（東京子ども図書館

【語り手から】

まだ仕上がっておらず、聞きにくかったと

次回、もっと自分のものにして語ります

7．白いゾウ
『子どもに語るアジアの昔話2』（松岡享子／

【語り手から】

高学年におはなししています。

【お知らせ】

毎年恒例の『大人の楽しむおはなし

会場は、県立文学館（昨年と同じ

369

のストーリーテリング勉強会
（水） 9:30～12:00

高知県立図書館 参加者：13人

児童図書研究室（子ども読書室奥）

次回
10月

9:30

場所：

（子

・ブラトフ／さいわ うちだりさこ／やく 福音館書店／発行

えたおはなしです。

みなさんにいただいたアドバイスをもとに自信をもって語りたいです。

図書館／編・発行）より

かべながら楽しんで語ることを心がけました。

図書館／編・発行）より

もっと話を読み込んでイメージして、語っていきたいと思

矢崎源九郎／編 実業之日本社／発行）より

りに出てしまったように思いました。力を抜いて余裕をもって

図書館／編・発行）より

創作、フランスの宮廷文化華やかなりし頃の

なので、その雰囲気も伝えられたらと思いながらも、覚えたてで

図書館／編・発行）より

きにくかったと思います。

ります。

12分
／訳 こぐま社／発行）より

おはなしの所要時間は、語り手の

しむおはなし会』（高知おはなしの会主催）が、10 月11 日

じ）です。

次回の勉強会は
月8日（水）
9:30～12:00

：当館児童図書研究室

子ども読書室奥）

10分
発行）より

10分

10分

思います。

5分

をもって語れるように練習し

15分

えたてで、まだまだそこまで

10分

の方にお聞きしたものです。

日（土）に開催されます。


